
 
 平成30年の宮城県内建

設業の労働災害は、休業

4日以上の死傷災害で死

亡7件を含む336件となり

ました。死亡件数で2件

増加、死傷全体では14件

の減少となりました。 

 

 

 

 

出入国管理及び難民認定法等の改正により、４月１日より、

在留資格「特定技能」が 創設され、建設業でも、新たな外国人

材の受入れが開始されるところです。外国人労働者について

は、一般に、日本語や我が国の労働慣行に習熟していないこと

から、一層の災害防止、健康確保対策が求められいます。下記

点検項目に留意して安全管理体制の整備をお願いします。 

外国人労働者の安全衛生対策について 

地域別労働災害の発生状況 休業４日以上 〇は死亡件数
監督署別 仙台 石巻 古川 大河原 瀬峰 宮城県
平成28年 １９８① １０５② ５６① ３２① 41 ４３２⑤

平成29年 １５４④ １０７① 30 20 39 ３５０⑤

平成30年 １６９② ８０① ３４③ 24 ２９① ３３６⑦
平成30年は速報値

赤字は増加 



 

 

 

 

 

キャンペーン期間「５月１日から ９月30日（重点月間7月）まで」 

死傷者数、死亡者 前年の2倍！ 

平成30年の職場における熱中症の発

生状況は、死傷者数は1,128（建設業225）人、死亡者数は29人（建

設業10）人となっており、前年と比較して、全体では死傷者数、死亡

者数ともに２倍を上回る結果になっています。 

早めの準備で、暑い夏を乗り切りましょう！ 

(準備すべき事項) 

1. WBGT 値（暑さ指数）測定器の準備を！ 

2. 作業中止基準、休憩時間の確保、熱への順化期間を

設けること等作業計画を策定しましょう 

3. 簡易な屋根の設置通風又冷房備の設置、ミストシャ

ワー等による散水を検討しましょう 

4. 労働者に、熱中症の症状、対処方法、予防法等の教

育を行いましょう。また、当日の睡眠不足、体調不

良等が熱中症の発症に影響を与えることから、健康

ＫＹ等を取り入れ、健康管理に努めましょう！ 

5. 作業場所の近くに冷房を備えた休憩場所又は日陰

等の涼しい休憩場所の確保を検討しましょう 

6. 透湿性及び通気性の良い服装の準備を！直射日光

下における作業が予定されている場合には、通気性

の良い帽子、ヘルメット等の準備も！ 

7. 労働者の体調不良時に搬送を行う病院の把握や緊

急時の対応等緊急事態の措置の確認を行い、労働

者に周知しましょう    

 
 

 

 

 

 

  

フルハーネス安全帯ワンポイントレッスンを開始！高所作業車運転技能講習 

安衛則の改正により、高所作業車の運転でも、原則としてフルハーネス安全帯の使用が義務付けられま

した。本講習で当該安全帯の正しい使用方法について実技を含めワンポイントレッスンを行います。 

建災防宮城県支部 HP 

特報 

早めの対策！熱中症予防 
「 STOP ！熱中症 クールワキャン ペーン」 

熱中症教育には、厚生労働省HPの

「STOP！熱中症 クールキャンペー

ン」サイトのリーフレット等及び環

境省熱中症予防情報サイトに公表さ

れている熱中症に係る動画コンテン

ツ及び救急措置等の要点が記載され

た携帯カード「熱中症予防カード」

などが活用できます。 

詳細は建災防 

「建設の安全」5 月号を参

照してください 

全産業 


